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「しんかい2000 」による駿河湾のサクラエビを中心とした

マ イクロネクトンの観察

津久井文夫＊l 大森　 信＊２

駿河湾奥郎における「しんかい2000 」によるサクラエビの分布および生態の観察

が1985 年２月12 日と４月17 ，18 日に行われた。昼間のサクラエビの分布域は200

～300m 深の晦瓜付近で，特に海底が急峻でやや濁ったところであった。観察され

たサクラエビの群は100 ～500 厄洳1という高い密度のものがあった。その密度は，

潜水船が海庭にしばらく着底していると高くなり，治水船のライトを消すと低くな

った。このことから，沿水船のライトか群の挙動に彫響を与えていると考えられた。

その他に，ハダカイワシ科魚類やホタルイカと思われる小型のイカの群が観察さ

れた。

Vidual  observation of the sergeslid slirimp tSergia lucens (Hansen),

ajid other micronektonic  organisms  in Suruga  Bay

Fumio  Tsukui *' and  Makoto  Omon  *>2

Visual  observations  of  the serges lid shrimp  Sergio lucens by  the  sub-

mersible "Slimkai  2000' ＼ were  made  on  12  Febmary  and  17 and  18  Apiil,

1985,  in  the  inner  pait of  Suruga  Bay  where  the  commercial  fishery is

conducted.  During  the daytime,  the shrimps  were  distributed near the sea-

floor at a depth  of  200-300  m.  The  water  around  the swamis  of the shrimp

was  turbid, the bottom  was  of mud  and  relatively steep. The  density of the

shrimps  was  as high  as  100-500  individuals/m"3.  It  was  found  that the

density Increased  during  the submersible's slay on  the bottom,  however  it

decreased  when  the submersiblelight  was  extinguished. Tins  indicates that

light from  the  submersible  affected  swarming  behavior.  Swarms  of

in  yc i op hid fish and the squid Watasenia  scintillans were also observed.
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1. はじめに

駿河湾 におけ る電要漁業 資源で あ るサクラエ ビ

tSergia Xxｇｓｓ（ＨＡＮＳＥＮ ）〕の分布， 生態の観

察を目的 として。前年 の調査II に引 き続き 「しん

かい2000 」によ る潜航祠査を行った。

サ クラエビをはじめ，駿 河湾における生物生産

に食物迪 趙の上 から皿要な役割を 果して い るハ ダ

カイ ワシ科魚類1’そして ホタ ルイカ（猖2Xαｊｇ藏x

ｓci㎡iUansi  BERRY) 〕と思 われる小型の イカ等

を 観察す ること がで きたので，その結果 を報告す

る。

本文Ｒ:さ きだ って，貴重な潜航 調査の機会を 与

え られた 海洋科学技術 センタ ー深 海研究 部長堀 田

宏 博士， 現場で多大の御援 助を賜 った山 田章夫 司

令はじめ 「しん かい2000 」の スタッフの方々。

お よび「なつし ま」の乗組員 の方 々に深 甚なる感

謝の意を 表します。

Yui

2. 調査 方法

調査海 域は サクラエビの主 漁場で ある駿 河湾奥

部 の富士川河口 南西部沖合で あった。 潜航 海域お

よ び「しんかい2000 亅 の航 跡を 前年の調 査航跡

と ともに図 川こ示 した。

表 口こ潜航調 査の概 要を示 した。

調査は目 視観 察な らびに ビデオカメラ, 35  D1IDカ

メ ラによ る記録撮彫によ った。なお，観察対象物

の 大きさ 等，目 視の桁度を高め るため， 覗窓 前方

の ペイロ ード ラックの 下にｌ ｍ四 方， ５ｃｌごとに

赤白の配 色をした スケ ール枠を 装 着 し た （ 写 真

１）。 水中の環境情 報は「しんかい2000 」のST

Ｄと流向 流速計 によった。

3. 結果および考察

3.1　 サクラエビの分布状況

3.1.1　2 月12 日の調査

潜航途中. 284 m の中屈でサクラエビを １尾視

Kanbara

図１ 「しんかい2000 」の航跡図

Cruise tracks of the submersible
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表１　潜航調査の概要

Summary of observation

航 跡図 番弓

通夕 潜航 回数

潛 航 地 点

年　 月　 日

梅 航 開 始 時刻

浮 上 時 刻

潜 航 吟 尚

皿 大 耐航 深慶

観　 察　 者

154

35°05.4'N≒38.365,E

1985.2､12

09 53

141 43

4 叶問50 分

487 叭

大森　 信

159

{35 °055'N
138.365,E

1985.4.卩

09 ，09

13 ， 5?

4時間48 分

552m

沖久井文夫

160

35°05.7’N
｛138.3?5,E

1985.4 18

10 ，11

14 ，55

4 時間44 分

284  ra

律久井文夫

,はした。 さ らに下降す るにつれて， やや密度が高

くなり，300 m を超え ると1 ～2 尾/㎡となった。

しかし。そ の後密皮は低くなり, 350  m以 深では

認め られな くなった。なお。この時母船「なつし

ま」の超音 波測深機（周波数50kHz ）が, 300 ～

350m に蒔い反応を記録しており。こ れは サクラ

エビの ものと推定された。この水深の水温は8.56

～7.77 ℃，塩分は34､20 前後であ った。また，前

年の ３月22 日の調査l’において も，サクラエビの

群がほぼ同じ水深で観察された。

487m の海底に 着膿後，海 底上５ｍ程度の間隔

を 保って，水深の浅い方向（ほぼ0 °力 向 ）へ航走

し た。300m 以深の海底ではサ クラエビは認めら

れなかったが，282 m の海底近 くで サクラエビが

視 認されるよ うになり，ここで 再び停船。 着底し

た。 当初， 視野に時 々 １尾位 認めら れる程度であ

ったが卜5 分 位経つと2 ～3 尾/㎡と密度 が高くな

｡ た。サクラエビの群の中にはシラエビ（Ｐαｓ陣ａｅａ

ｊａｐｏｌｉｃａ Omori) も混じっていた。 この場 所は

底質 泥の急斜面で, 水温8.50 °Ｃ前後｡塩分は34.20

前後，流れはほとんどなく。 視程 ４～ ５ｍ 程度で

あった。

そ の後 再び，斜而に沿って海 底直上を航 走し，

267m の海底近 くで2 ～7 尼/㎡の密皮のサクラエ

ビの群を 認め。粁底 した。20 分位経つと密度が高

くなり。 最人15 尼/㎡程度の群 となった。この場

所の環境も｡匕述 のものとほぼ同 様であ りた。
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3.1.2　4 月17 日の調査

潜航途中, 345 ～375 m の中層で視野に時 々１

尾ずつ サクラエビが現 われた。 この水深の水温は

8.50 ～8.38  *C, 塩 分は34､30 前 後であった。

552  mの 海底に着底 後， 水深500m まで海底 直

上を航 走し，ここで250 m の中捫まで浮上し， 再

び下降 しながらO °方向へ航走し, 350  mの 海底に

近づき，以降海底 直上を270 m 深 まで航走したが，

サク ラエビは認め られなかった。

しかし，海底での調査を終り， 上昇 途中210m

前後の中JM で時 々１～２尾の サクラエビが視認さ

れた。 この水 深で の水温は9.80 ℃ 前 後，塩 分 は

34.20 前後で あり た。

3.1.3　4 月18 日の調盃

前年の調査，そして 本年の 前２回の 調介結果か

ら。昼間時海底近くでの サクラエビの分布水深は｡

200 ～300 m 深と 推定されたので，今回の調査は

この水深に限 定して行った。

潜航途中，157m （水温12.14 ℃，塩分34.46)

で サクラエビ１尼を視認した。 さらに下降し225

m を過ぎ ると 急に水の濁り が増し，この水深から

サクラエビが徐々に多く認められるようになりた。

海底 （水深250 m ） に着底すると，50 尼/㎡を

超える密皮の サクラエビの 群に出会った（写真２

Ａ）。この場所の水 温は9.50 °Ｃ前後, 塩分は34､30

前 後で， 流れはほとんどなく，視程 ４ｍ程度で あ

った。 そして底質泥で かなりの急傾斜（30 °ある

いはそれ以 上）のため，「しんかい2000 」はマニ
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ビュレーターを海底|こ二突き刺して，静止した。 サ

クラエビの遊泳姿勢は様々で，群としての方向性

はないが，個体ご との 遊泳方向は直鈿的であった。

サクラエ ビの他にはハダカイワシ類。オキアミ頸。

ア ミ順が それぞれわずかずつ認められたが。ほぽ

サクラエ ビ単一の群であった。 サクラエビが直線

的 に遊泳するのに対して， オキア ミ類。ア ミ順は

娚 線連勁をしなが ら遊泳していた。

時間が経つにつれて，密 度はさらＲ:高くなり，

着底後，数分間で100 ～500 尾/㎡の密度となった

（写夷２Ｂ）。 サクラエビ漁業では。 ２隻の小型船

で50m ｘ45m 程度の網口を持つ網を曳 いて漁獲

を 行っている。｜ ノットで30 分程度曳いた場合，

近年の最大漁獲最で3,000kg 程度で ある。 サクラ

エビ 】尾を0.5g とし，網の濾水量中 に サクラエ ビ

が均一Ｒ:分布していると仮 定すると，その密度は

わずか3 尾/㎡である。Ｏｍｏｒ卩 は 蔔 々の方法で

調査した結果，群の平均的 密度をl ～10 尾/ ㎡，

最大時10 ～100 尾/㎡と推 定 して い る。 現 在 の

「しんかい2000 」の観察 システムでは群の 大きさ

や 別の群との空間関係を明 らかにすることはで き

ない。 今回観察された集群の密度は他の生物種に

ついて報告された密度と比 較して それほど 高いも

のではないので!1 100 尾/ ㎡以 上 は 自然条件下で

も 起こり得るかも知れない。しかし，これまでの

調 査で しばしば観察された，「し んかい2000 」が

着底し，停船後時間が経つＲ:つ れて サ クラエビ’の

密 度が高くなる現象は問題であ る。 密度増加の原

因 はサクラエビが趨光性を持ち，「しんかい2000 」

の 投光器の光|て集 まって来るためで はないかと 考

え られた。ちなみに，投光 器の 光繭はハロゲンラ

ンプで，1k 。か３灯，500W が３灯装励されてい

る。

そこで，投光器を涓 す「実験 」を行った。「し

んかい2000 」の船外の ライトを全て消すと， ク

ルクルと回 る光がわずかに認め られたが，これは

オキア ミの発光Ｒ:よるものと思われた。 サク ラエ

ビは発光 器を持っているものの，人間のl廁こ感じ

るほどの光は 発しない1’ 数 分 後|こ再び投光器を

つけ ると， サクラエビの密度は100 ～500 足/ ㎡

から10 ～20 尼/ ㎡と極端に低く なっていた。そ

の 後密度は次第1こ高くな った が，20 ～30 尾/ ㎡に

とど まった。 このことか らサク ラエビは顕著な趨
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光性を持つことがわかったが，実際の漁業では月

の明るい夜はサクラエビの浮上が良くないという

経験的な知見もあり，照度，波長，趨光性の持続

時間などについて今後の検討が必要である。

以後，等深線に汾うように斜面を見ながら水平

的に約500m 航走したが。サクラエビは時々視野

に１～２尾ずつ入る程度で。濃密な群には遭辿し

なかった。観察結果をまとめると，サクラエビの

１つの群（パッチ）はそれほど大きなものではな

く，数ｍ～数10m のスケールではないかと推察さ

れた。

3.2　 その他のマイクロネクトンの分布状

況

ハダカイワ シ（瞿不明，全長 ３～ ５ｃ血のものが

多 い）は潜航調査中，巾屈にお いても海底近くに

お いて もかなり 高い頻度で認め られた。 その中で

も， ４月17 日に350m の海底近くで みられた ハダ

カイワ シは高い密度の群であった（ 写 輿 ３）。 初

めは10 ～20 尾/㎡程度の群で，遊泳方向 も一 定で

なかったが，航走しな がら観察を続け，5 ～jO 分

位経つと，次第に密度を高め（最大50 ～100 尾/

㎡）， ハダカイワシが「しんかい2000 」の周囲に

集まり，追随しながら遊泳するという行動が観察

された。これもサクラエビと同 様の趨光性による

ものと考えられた。

また４月17 ，18 日の潜航調査時には，全長7 ～

8cl 程皮の小型のイカが,しばしば観 察された。こ

のイカは中居において も認められたが， 海底近く

で30 ～40 足程度の 群をつ くって遊泳している場

合が多かった（写奥 ４Ａ，Ｂ）。 このイカは外観，

そして触腕に黒い 器官 （発光器）が認められるこ

とから，ホタルイカと 考え られ た。 ホ タ ル イカ

は富山湾に多く分 布することが知られているが，

分布城は日木海全域，熊野灘以 東～北海道東部ま

での太平洋であって?’ 駿 河湾でもサクラエビ漁業

の網に，従来から本種が時 々混獲され るという情

報がある。 また1985 年２～４月 相模 湾で ホタル

イカが大ii.卩こ漁猥された7’が，駿河湾でも同年は

例年より ホタルイカの分布密度が 高かったのでは

ないだろ うか。 ちなみに，前年の ３， ４月に近接

水峨で潜航鯛査した時には，このようなイカは全

く視認されなか った。



4. おわりに

駿河湾におけるサクラエビの分布．生態の観察

を目的として行った「しんかい2000 」による，

これまで６回の潜航調査の結果，サクラエビが昼

問200 ～300 m 濛に分布し，特Ｒ:地形が急峻で流

れがほとんどなく，やや濁った海底直上で群を形

成する傾向が明らかになった。そして サクラエビ

の１つの群（パッチ）は数 ｍ～数10 戳程度のスケ

ールのものではないかと推察された。 これらの記

録は，従来から行われてきた漁具やプ ランクトン

ネットや水中カメ ラを用いた調査の結果sl.匈を裏

書きするものであった。

しかし，「 しんかい20（）0」による観察では分布

密度や それぞれの個体の動き等|こついては。現在

の ところ目視|こ頼るしかなく，精度|こは限界があ

る。従 って， サク ラエビのようなマイクロネ クト

ンの分布密度を客観的Ｒ:計測できる測器や採築器

の開発が強く望 まれる。 また，1985 年２月12 日

の 調査時の ように，超音波測深櫃にサクラエビの

群 が捕えられて いることから，精度の高い魚群探

知 機や 水中 テレビ等を併用し，より有効な調査方

法を緝み立てること により，「 しんかい2000 」で

の研究をさらに発居 させることができるであろ う。

今回の観 察は 昼間時4こ限られたが，梅洋生物の

分布。 生態調査では夜間に｡ついての知見も欠くこ

とのできないものであり，機会を得て夜間の潜航

調査も試みたいと考えている。
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